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港区バリアフリー基本構想推進協議会 芝地区部会 

まち歩き点検の開催状況 
 

１．目的 

港区バリアフリー基本構想の進行管理における、事後評価・スパイラルアップを目的とし、重点

整備地区である浜松町駅周辺重点整備地区を対象に、地区の特徴である浜松町歩行者デッキや大門

交差点を中心としたまち歩き点検を開催しました。 

 

２．開催概要 

日時 令和４年 10 月 26 日（水） 10 時～12 時 

天気 晴れ 

参加者数 
18 名（区民代表５名、施設管理者等６名、車いす利用者等３名、オブザーバー等４名 

計 18 名） 

次第 

開会挨拶・本日の内容説明（10 分） 

まち歩き点検（70 分） 

休憩（10 分） 

意見交換（30 分） 

閉会・解散 

点検コース 

①浜松町歩行者デッキ⇒ ②旧芝離宮恩賜庭園前交差点（都道） ⇒  

③大門駅（B1 出口/文化放送本社ビル前）⇒ ④浜松町駅（北口） ⇒  

⑤大門駅（A1出口） ⇒ ⑥大門交差点（国道）⇒ ⑦⑧区道 ⇒ ⑨神明いきいきプラザ 

 

３．開催状況 
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４．点検コース 

 

 

５．意見要旨 

浜松町歩行者デッキ周辺に関する意見（コース図①） 

・歩行者デッキのエレベーターが広くて乗りやすい。 

・ハマサイト側のエレベーターの出入口が別で一直線であるため乗り降りしやすい。 

・デッキや通路等にベンチがあると良い。 

・ハマサイト側のエスカレーターを降りたところにある階段は、見えにくく分かりにくい。段鼻を目

立たせる工夫などがあるとよい。 

旧芝離宮恩賜庭園前交差点（都道）周辺に関する意見（コース図②） 

・視覚障害者指導用ブロックの設置部に下水マンホールがありブロックが途切れている。 

浜松町駅・大門駅に関するご意見（コース図③、④、⑤） 

・浜松町駅はエレベーターが少ないため、モノレール改札まで行かなければならない。 

・浜松町駅には、幅が広い改札ゲートが駅に一つしかないので、２つ作ってほしい。 

・浜松町駅北口改札からだと JR に乗るのにエレベーターがなくて困る。 

・車いす介助者からすると、駅前の駅利用者の動線が混雑して通るのが怖い。 

区道に関する意見（コース図⑦、⑧） 

・歩道上の起伏は注意が必要だが、概ね歩きやすい。 
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・点字ブロック、セミフラットの歩道などは、車いす通行の支障にならない。 

・店舗の立て看板が歩道にはみ出し、道幅を狭くしている。 

・街路樹ますの土が少なくなっていて、つまずきそうだった。 

・片側だけでも歩道にガードレールがあると安心する。 

・平坦に見えて少し傾斜があるところは車いすの車輪が浮いてしまう。幅員の狭い歩道では、前後、

左右に常に傾斜があり、タイヤが取られる不安がある。 

・車いすは道路が傾斜していくと左に傾きやすくなる。反対側に体を傾けてバランスをとる必要があ

る。電動車いすではジョイスティックでのコントロールが制御できなくなるため転倒リスク、溝に

はまる危険性あり。 

神明いきいきプラザに関する意見（コース図⑨） 

・入口の音声標識ガイドシステム（シグナルエイド対応）は良い。 

音響式信号機に関する意見（コース図② 他） 

・工事や電車の音があると、音響式信号機の音が聞こえにくい。 

・目の不自由な方の為にスイッチの在り方を考えるべき（杖や靴で触れるなど）。 

・押しボタン式音響式信号機のスイッチが、どこにあるかわからない。（すべての横断歩道に「青で

す」と音声アナウンスがほしい）。 

観光案内板に関する意見（コース図⑤） 

・案内板にバリアフリールートの表示がない。 

・エリアマップで外国の方が観光で使用するには情報量が多くわかりづらい。 

・観光案内板に、観光、バリアフリーなどすべての情報を載せようとしなくてもよいのではないか。 

歩車道境界ブロックに関する意見（コース図②、⑥、⑦ 他） 

・区道タイプは、段差が白杖で区別がつくため良い。 

・国道タイプは段差が分かりにくいため、点字ブロックを横断歩道の幅に合わせ、横に広く設置する

とよい。 

・ブロックの違いによる、車いすでの移動のしにくさは明確に感じなかった。 

・ベビーカーでは国道タイプの段差が少ないブロックが利用しやすい。 

・管理者でブロックの形状が違っていることを知らなかった。 

全体に関する意見 

・初めて来た人には駅の構造などがわからないと思うので、案内の充実や声掛けなど助け合うことも

必要だと思う。 

・まち歩き点検では、健常者が車いすを体験する機会もあるとよい。 


